
報告

寸劇の評価（上郷地区）

実施日：平成 21 年 7 月 18 日（土）

対　象：サポートセンター出張講演会参加者　90 名（回収率 75.6％）

方　法：自記式質問紙調査
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■回答者属性

‐年代

‐あなたはどのような立場からご参加いただきましたか？

‐講演会(講演と寸劇）の時間についていかがでしたか？

‐この講演会前に、この地域に「緩和ケアサポートセンター鶴岡・三川」があることをご存知でし

たか？

結果
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■理解度

‐講演内容の理解度

58.9 39.3 

1.8 

%

よく理解できた まあ理解できた あまり理解できなかった

■有用度

‐寸劇内容の有用度

98.0 2.0 
%

解りやすく、とても役に立った 解りやすいが、役に立たなかった

■講習会前後の変化

‐告知されたくないと思うか？

28.3 

22.8 

31.7 

21.1 

40.0 

56.1 

講習会前

講習会後

%

そう思う どちらとも言えない そう思わない

‐緩和ケアは末期の患者だけが受ける医療・ケアだ

30.0 

14.8 

18.0 

3.7 

52.0 

81.5 

講習会前

講習会後

%

そう思う どちらとも言えない そう思わない
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‐緩和ケアはがんに対する治療と一緒に行うものである

60.4 

75.5 

17.0 

7.5 

22.6 

17.0 

講習会前

講習会後

%

そう思う どちらとも言えない そう思わない

‐医療用麻薬を使用すると中毒になる

28.1 

8.9 

22.8 

10.7 

49.1 

80.4 

講習会前

講習会後

%

そう思う どちらとも言えない そう思わない

‐亡くなる最後は自宅で過ごしたい

44.1 

50.0 

39.0 

31.0 

16.9 

19.0 

講習会前

講習会後

%

そう思う どちらとも言えない そう思わない

‐自宅療養は家族の負担が大きい

87.9 

78.2 

10.3 

14.5 

1.7 

7.3 

講習会前

講習会後

%

そう思う どちらとも言えない そう思わない

‐自宅では症状が急に悪くなったときに不安
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89.7 

66.7 

8.6 

19.3 

1.7 

14.0 

講習会前

講習会後

%

そう思う どちらとも言えない そう思わない

‐自宅では十分に苦痛をやわらげることができない

55.6 

38.2 

35.2 

29.1 

9.3 

32.7 

講習会前

講習会後

%

そう思う どちらとも言えない そう思わない

‐自宅で最期を看取ることは世間体が悪い

‐この地域では、がんになっても安心して過ごせる
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■寸劇前後の有意な変化があった項目

‐緩和ケアは、末期の患者さんだけが受ける医療・ケアである↓

‐医療用麻薬を使用すると中毒になる↓

‐自宅で療養することは家族への負担が大きい↓

‐自宅では症状が急に悪くなったときに不安↓

‐自宅では十分に苦痛をやわらげることができない↓

‐自宅で最後を看取ることは、世間体が悪い↓

‐この地域ではがんになっても安心して過ごせる↑

■変わらなかった項目

‐がんになっても告知されたくない

‐緩和ケアは、化学療法や放射線治療など、がんに対する治療と一緒に行うものである
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検定統計量c

-1.672a -2.970a -1.347b -3.372a -.431b -2.392a -3.503a -3.161a -2.825a -3.205b

.094 .003 .178 .001 .666 .017 .000 .002 .005 .001
Z
漸近有意確率 (両側)

告知されたく
ない - 告知

されたくない

緩和ケアは末
期の患者だけ

が受ける医療・
ケア - 緩和ケ
アは末期の患
者だけが受け
る医療・ケア

緩和ケアはが
んに対する治
療と一緒に行
うもの - 緩和
ケアはがんに
対する治療と
一緒に行うも

の

医療用麻薬を
使用すると中
毒になる - 

医療用麻薬を
使用すると中

毒になる

亡くなる最後は
自宅で過ごし

たい - 亡くなる
最後は自宅で
過ごしたい

自宅療養は家
族の負担が大
きい - 自宅療
養は家族の負
担が大きい

自宅では症状
が急に悪くな
ったときに不

安 - 自宅で
は症状が急

に悪くなった
ときに不安

自宅では十分
に苦痛をやわ
らげることが
できない - 自
宅では十分に
苦痛をやわら
げることがで

きない

自宅で最後を
看取ることは、
世間体が悪い

- 自宅で最後を
看取ることは、
世間体が悪い

この地域では
がんになっても

安心して過ご
せる - この地
域ではがんに

なっても安心し
て過ごせる

負の順位に基づくa. 
正の順位に基づくb. 
Wilcoxon の符号付き順位検定c. 

‐亡くなる最後は自宅で過ごしたい

■自由記載

‐知っていると知らないでは大きく考え方が変わってくる。今回、自宅で治療も可能ということ

を知り大変為になった。                                            

‐とてもわかりやすい寸劇で、参加してよかったです。     

‐ラジオ番組で話は聞いていたが、今日の講演と寸劇を聞いて大変良くわかった。

‐これからは自分のこと家族のことを良く話し合って考えていきたいと思った。 

‐沢山の人達の協力があっての緩和ケアだと思った。寸劇とても楽しかった。 

‐緩和ケアは知ってはいましたが、寸劇を見てわかりやすく勉強になった。内容も上郷地区に合

わせて、それもとても良いと感じた。                                

‐講演はわかりやすかった。寸劇も楽しみながら良く理解できた。 

‐自治会等にも出張講演は出来るのか？出来なければリーフレット等の配布は出来ないか？ 

‐地区住民の参加の寸劇が自然の言葉で大変良かった。 

‐医療費のことやカンファレンスや自宅での介護の色々なことを紹介していて分かりやすかっ

た。                                                                                                                                  
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‐緩和ケアについて良くわかった。このような講演を他の地区でも、どんどんして緩和ケアサポ

ートセンターのあることをどんどん広めてもらいたい。 

‐家族にがんになった人がいなかったので、講演・寸劇を見せて頂き、大変勉強になった。 

‐とてもよかったと思った。 

‐わかりやすく、大変参考になった。 

‐大変わかりやすく、心強く思った。 

‐寸劇も大変良かったと思うが、寸劇の中にグラフ等も使って進められたら、もっとわかりやす

かったと思う。                                                    

‐会社員バージョンの寸劇もよろしくお願いする。 

‐わかりやすく良かった。 

‐大変勉強になりました。                 
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